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東
京
二
Ｃ
二
Ｃ
も
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
併
せ
開
催
さ
れ
た
Ｉ

Ｏ
Ｃ
総
会
に
お
い
て
山
岳

ス
キ
ー
競

技
が
■
０
二
六
年
ミ
ラ
ノ

・
コ
ル
チ

ナ
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
か
ら
実
施
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

国
際
山
岳
連
盟
の
要
請
に
応
え
、

国
際
規
格
に
準
じ
た
ア
ジ
ア
初
の
大

会
が
日
本
選
手
権
大
会
と
し
て
栂
池

高
原
で
始
ま

っ
た
の
は
■
０
〇
五
年

で
し
た
。

以
降
、
東
日
本
大
震
災
や
コ
ロ
ナ

禍
な
ど
で
二
回
の
中
止
は
あ
り
ま
し

う
ち
指
導
員
は
八
名
で
し
た
。

午
前
は
、
低
体
温
症
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
症
状
、
予
防
と
対
処
を
座
学
で

学
ん
だ
後
、
屋
外
に
出
て
、
実
際
に

傷
病
者
役
の
ケ
ア
を
行
う
シ
チ

ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
午
後
は

搬
送
の
た
め
の
欄
包
に
つ
い
て
の
研

修
を
二
人

一
組
で

一
人
が
傷
病
者
役

と
な
り
行
い
ま
し
た
。
少
人
数
パ
ー

テ
ィ
ー
で
も
で
き
る
シ
ン
プ
ル
な
梱

包
で
、
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
し
た
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
知
識

に
基
づ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
方
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
の
方
ま
で
熱
心
に
研
修
に

取
り
組
む
様
子
か
ら
、
皆
さ
ん
の
安

全

へ
の
意
識
の
高
さ
が
伺
わ
れ
、
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
ヘ
　
副
会
長

西

田
　
　
均

」MSCA tti理■堤■

た
が
、
長
山
協
が
主
体
と
な
り
北
信

越
各
県
の
支
援
を
得
る
こ
と
で
運
営

協
力
を
続
け
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

悪
天
候
な
ど
厳
し
い
条
件
の
中
、

参
画
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
ど
の
よ

う
な
感
謝
を
申
し
上
げ
て
も
足
り
な

い
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
競
技
に
は
、
ま
だ
多
く
の
課

題
が
残

っ
て
い
ま
す
が
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
種
日
と
な
り
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
移
行
す
る
状
況
と
な

っ
た
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

課
題

に
は

「
選
手
層

の
増
大
」

「
競
技
認
知
度
の
拡
大
」
が
あ
り
、

そ
れ
を
支
え
る
国
際
規
格
に
添

っ
た

「
ス
タ

ソ
フ
育
成
」
等
々
も
加
わ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
中
、
富
山
岳
連
が
主

管
と
な
り
、
二
〇
二
二
年
二
月
二
十

六

・
■
―
七
日
の
宇
奈
月
町
開
催
に

向
け
、
準
備
が
急
か
れ
て
い
ま
す
。

長
野
を
出
発
点
と
し
た
日
本
で
の

こ
の
競
技
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
移

行
す
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
以
上
の
お
力
添

え
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

及

川

真

弓

十

一
月
二
日
ｍ
、
二
０
二

一
年
度

指
導
者
研
修
会
を
長
野
県
山
岳
協
会

と
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
研
修
は
毎

年
テ
ー
マ
を
変
え
て
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
は

「
低
体
温
症

へ
の
理
解
と
対
処
」
と

「
雪
山

で
の
搬
送
」

に

つ
ヽ
て
、
医
科
学
委
員
、

指
導
委
員
が
講
師
と
な

っ
て
行
い
ま
し
た
。
協

会
か
ら
は
十
四
名
、
非

会
員
は
四
名
の
参
加
か

あ
り
、
指
導
員
更
新
研

修
に
も
な

っ
て
お
り
、

山のニュースは

信濃毎 日新聞
信濃毎日新聞ご騰読のお申込は面画0120-81 -4341まで…
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穀
曲
交
流
会

伊

久

間
幸

広

飯
田
山
岳
会

ふ
ろ
さ
こ
の
山
に
の
ぼ

十
月
二
十

一
日
倒

塩
嶺
か
ら
高
ボ
ッ
チ
高
原

今
年
、
こ
れ
ま
で
計
画
し
た
行

事
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
減
少
傾
向
に
な

っ
た
こ
と

も
あ
り
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

朝
集
合
の
時
刻
は
曇
り
で
肌
寒

い
天
気
で
し
た
。
諏
訪
支
部
の
各

山
岳
会
か
ら
十
四
名
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
塩
嶺
の
キ
ャ
ン
プ
場

か
ら
高
ボ

ッ
チ
を
目
指
し
ま
し
た
。

林
道
や
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
コ
ー

ス
を
使
い
高
ボ

ッ
チ
頂
上
ま
で
三

時
間
位
で
到
着
し
ま
し
た
。
山
頂

は
曇
り
で
し
た
が
、
岡
谷
木
や
り

衆
の
力
強
い
木
や
り
が
遠
く
ま
で

響
き
、
気
持
ち
の
良
い
金
山
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
行
事

は

「
ふ
る
さ
と
の
山
に
登
ろ
う
」

し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参

加
さ
れ
た
皆
様
に
は
お
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
山
岳
会
、
大
町
山
の
会
、

岡
谷
山
岳
会
、
信
濃
高
等
学
校
教

職
員
山
岳
会
、
今
井
幸
男
、
河
竹

康
之
、
小
林
之
美
、
志
川
豊
、
杉

田
浩
康
、
中
島
俊
弥
、
中
嶋
岳
志

（敬
称
略
、
団
体
は
支
部
順
、
個

人
は
五
十
音
順
）

伊
那
支
部
秋
山
交
流
会
と
し
て

伊
那
山
の
会
担
当
で
快
晴
の
経
ケ

岳
に
令
和
元
年
に
復
活
し
た
権
兵

衛
峠

コ
ー
ス
を
登
り
ま
し
た
。

ア
ン
テ
ナ
ビ
ー
ク
、
岳
見
岩
、

ま

っ
く
ん
岩
、
観
音
岩
と
登
り
、

北
沢
山
か
ら
は
東
側
は
伊
那
谷
、

南
ア
ル
プ
ス
全
て
、
西
側
に
は
御

嶽
山
、
乗
鞍
岳
、
北
ア
ル
プ
ス
、

南
側
に
は
将
暴
頭
山
、
西
駒
ケ
岳

が
見
え
て
い
ま
し
た
。

コ
イ
ノ
コ

を
過
ぎ
て
急
な
登
り
が
続
く
と
、

シ
ラ
ビ
ツ
の
枝
に
は
樹
水
が
着
き
、

道
に
は
雪
も
残

っ
て
い
ま
す
。
大

勢
の
登
山
者
で
賑
わ
う
経
ケ
岳
山

頂
で
、
伊
那
谷
の

二
山
岳
会

（伊

那
山
の
会
、
駒
峰
山
岳
会
、
飯
円

山
岳
会
）
の
親
睦
会
を
行
う
事
か

で
き
ま
し
た
。

下
り
も
展
望
を
楽
し
み
な
か
ら

下
り
ま
す
。
経
ケ
岳
権
兵
衛
峠

コ

ー
ス
は
素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス
で
し

，た
。

実施日時

2021年 10月 24日 (日 )

山域・山名

中央アルプス北部

経ケ岳 (2.2904m)

北沢山 (1.9690m)
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国
体
へ
の
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

国
体
委
員
長

大

西

　

　

浩

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
た
め
、
三
章
国
体
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
例
年
同
様
加
明
け

団
体
及
び
会
員
の
皆
様

へ
支
援
の

お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
以
下

の
四
団
体
、
七
人
の
方
よ
り
総
額

五

一
〇
〇
０
円
の
ご
芳
志
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
北
信
越
大
会

ま
で
の
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代

等
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
に
て
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
礼
に
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

夏は焼岳.冬は上高地の
基地として満喫して下さ

t｀。

スノ~ン ユ~レ ンタル有

中の湯温泉派館

松 本 市 安 曇 中 の 湯

TEL 0263-95-2407
FA× 0263-95-2514

臭継高・前穂高を
0軋できる場けむ0,

爺
ケ
岳
＆
鹿
島
槍
ケ
岳

北
ア
ル
プ
ス
入
円
ヨ
ー
ス
ペ
ス
ト
ワ
ン

柏
原
新
道
で
手
に
入
れ
る
大
バ
ノ
ラ
マ

冷
池
山
荘
‐
種
池
山
荘
‐
新
越
山
荘

達
結
元

大
町
市
平
信
馬
５
３
２
８

Ｔ
Ｅ
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０

２

６

１

１

２

２

１

１

２

６

３

http://www nsh toya ccm E mE nfo@n sh tcya com

区]1:A地 0系 昼山荘

松本市上高地
TEL 0263 95 2206
冬期事務所 (11月 中旬」 月中旬)

松本市浅間温泉3-26-10
TEL 0263-46-1358
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ハ
イ
カ

ッ
ー
の
靴
は
、
足
首

よ
り
上
の
靴
紐
の
締
あ
具
合
で
調

整
し
ま
す
。
履
き
回
は
、
足
首
の

人
き
に
適
切
な
広
さ
に
調
整
し
ま

し
ょ
う

（図
２
）
。

登
山
に
は
、
登
山
靴
や
ト
レ
ラ

ン
シ
ュ
ー
ズ
、

ア
プ

ロ
ー
チ
ン
ュ

ー
ズ
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、

沢
靴
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
靴
に
は
靴
紐
か

あ
り
、
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
靴
紐
の
役
割
と
調
整
の
重

要
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

ｏ
靴
組
の
役
割

靴
紐
の
主
な
役
割
は
、
「
靴

の

高
さ
調
整
」
と

「
履
き
日
の
広
さ

調
整
」
で
す
。

る

図l r靴の高さ調整」は靴紐0締め具合による
●―カットでも′ヽイカットでも.戦の議 は.足の甲にある●紐の綿め具合で調整する
ことができます(左 ).
範■を調めた後につま先立ちになり.靴の中での鍾の浮き具合を確認しましょう〈右)

■
■
■

ｏ
靴
組
の
調
整
の
落
と
し
穴

靴
紐
を
緩
め
る
、
履
き
口
を
広

く
す
る
靴
組
の
調
整
で
は
、
靴
の

中
で
踵
が
遊
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

マ
メ
や
靴
擦
れ
を
引
き
起
こ
す
だ

け
で
な
く
、
足
首
を
使

っ
て
歩
く

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
距
い
た

り
、
ス
リ

ッ
プ
を
引
き
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

脱
ぎ
や
す
く
履
き
や
す
い
よ
う

に
靴
を
調
整
す
る
と
、
靴
紐
は
緩

め
に
、
履
き
日
は
広
め
に
な
り
ま

す
。

ス
リ

ッ
パ
の
よ
う
に
踵
の
な

い
履
物
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

普
段
、
こ
の
よ
う
な
履
物
で
行
動

さ
れ
て
い
る
方
は
、
無
意
識
に
転

倒
し
や
す
い
歩
き
方
が
定
着
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
登
山

中
に
転
倒
の
不
安
を
感
じ
る
方
や

転
倒
し
や
す
い
方
は
、
日
常
の
履

物
の
靴
紐
調
整
を
見
直
し
ま
し
よ

う
。

足
の
甲
に
あ
る
靴
紺
を
締
め
る

と
、
靴
の
高
さ
が
下
か
り
、
靴
が

足
の
甲
の
高
さ
に
合
い
ま
す
。
窮

屈
さ
を
感
じ
ず
、　
つ
ま
先
立
ち
で

も
、
靴
の
中
の
腫
が
浮
か
な
い
程

度

に
、
靴
紐
を
締
め
ま
し

ょ
う

（図
１
）
。

ロ
ー
カ
ッ
ト
の
靴
は
、
最
上
部

の
穴
ま
で
靴
紐
を
通
す
と
履
き
口

が
狭
く
な
り
、

つ
ま
先
側
の
穴
で

終
わ
る
と
履
き
口
が
広
く
な
り
ま

先が細い

●

数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

つ
ま
先
の
ト
ラ
ブ
ル
は
靴
紐
の
調

整
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
代
表

的
な
も
の
に
外
反
母
趾
や
内
反
小

趾
、
開
張
足
の
よ
う
な
足
先
の
形

状

に
よ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
（図

３
）。　
つ
ま
先

の
形
状
に
合

っ
た

靴
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

…」ヽ . ②.反 4、知田°M釧聘.2

国3つま先のトラブル
爪先の形状には.人差し蓋が最も長tヽタイブ編 拒が最も晏いタイプ.全ての指がほと
んど同じ長さのタイプの護 燎があります(■ ).また.足の検幅にも個人差があ|′ます.

々とつま先の形状が一致しなt｀場合.足特の変形を
=|き
鶴こすことがあります.豊山用

品店で試着してご自身にあつた■を選びましょう.

ア′じピース

世界中のクライマーに支持

されているプランドです

長山協駒峰」1岳会

ス丼田ひかりのお店
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8,030-7131-6983
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初応者歓型 老若男 0.1議でも楽しめます′
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平 曰  13100-22‐ 00
・L   10100～ 22100
日祝  10100～ 20100

長野市具島口」河合 ,39-1
TEL 026 284-8136
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クラィミンク施設設計・施工.ホール ド販売 ete
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ブ
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リ
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松
本
市
中
央
２
１
７
１
１４

一
・韓
０
２
６
３
‐
３
３
‐
３
６
３
３

営
業
時
間

１１
時
～
１８
時
３０
分

（日
祝
～
１８
時
）

火

・
水
曜
定
体

槍とともに100年

精 沢 1倉テζロッラだ
直,=1 0263-95-2626

表銀座 大天丼ヒュッテ
直違 090-1401 7384

槍ケ岳山荘事務所

松本市埋橋 1-7-2

槍ケニ肩 槍ケ岳山荘
直『
:〔1100-2641-1911

南 岳 南 岳 小 屋
直通 090-4524-9448

岳 沢 岳 沢 小 屋
直il[ 090-2546-2100

醜
組
の
締
め
具
合
１
‐
」一一・遭一罐
一・ヽ「

図2'履き口の広き調整」は糀籠の通し穴による
0-カット軋(左 )|ま .適す穴の位置で履き日の広さを口整します.
′ヽイカッЮ 辱(右)は .上部靴組の結め貝令で腋詢 の広さを調整します.

ｏ
靴
組
の
調
整
で
は
対
応
で
き
な

い
靴
ト
ラ
ブ
ル

靴
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
は

爪先の形状
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=兄え

技
の
変
E

日

こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た

っ
て
見

て
き
た
よ
う
に
、
国
体
の
山
岳
競

技
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に

進
化
し
て
き
ま
し
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
で
公
式
競
技
に
採
用
さ

れ
、
野
中
生
萌

（
み
ほ
う
）
選
手

が
銀
、
野
口
啓
代

（あ
き
よ
）
選

手
が
銅
メ
グ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

七
年
後
の

．０
二
八
年
に
長
野

国
体

（国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
略

称
国
ス
ポ
と
名
称
変
更
予
定
）
で
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
を

主
管
す
る
立
場
の
長
野
県
山
岳
協

会
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
開
催
県
内
の
山
岳
に
縦
走

・
踏

査

・
登
撃
の
会
場
を
設
け
て
や

っ

て
い
た
山
岳
競
技
は
、
屋
内
人
工

壁
に
大
会
専
用
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た

ル
ー
ト
を
使
い
、
観
客
の
前
で
行

わ
れ
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
言
わ
れ
る
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ

（
バ
イ
ク

モ
ト
ク
ロ
ス
）
な
ど
と
同
じ
く
、

選
手
の
年
齢
層
は
十
代
か
ら
二
十

代
が
中
心
に
な
り
、
競
技

レ
ベ
ル

は
年
々
向
上
し
て
い
ま
す
。
従

っ

て
、
長
野
国
ス
ボ
で
好
成
績
を
収

め
る
に
は
、
現
在
小
学
校
低
学
年

の
ジ

ュ
ニ
ア
層
か
ら
有
望
選
手
を

発
掘
し
育
て
る
体
制
が
必
要
で
す
。

長
野
県
山
岳
協
会
は
こ
れ
ま
で
、

こ
う
い
っ
た
体
制
を
持

っ
て
ヽ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
委
員
会
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
の
国
体
選
手
の
人
た
ち
が

ス
タ

ッ
フ
と
な
り
、
更
に
県
内
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
の
力
も
借
り
な

が
ら
、
少
し
ず

つ
体
制
を
作
り
始

め
ま
し
た
。

競
技
の
準
備
と
運
営
は
更
に
大

き
な
課
題
で
す
。
長
野
国
ス
ポ
に

関
わ
る
自
治
体
や
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
な

ど
と
の
交
渉
や
打
合
せ
な
ど
は
膨

大
な
作
業
量
に
な
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
の
体
制
を
こ
れ
か
ら
作

っ
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
協
会
員

の
協
力
と
後
押
し
を
お
願
い
し
ま

す
。長
野
ロ
ス
ポ
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
愛
好
者
や
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
ジ
ム
な
ど
と
連
携
し

つ
つ
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
　

（了
）

国
民
体
言
大
会
山
岳

●

と

４

は

れ

赳

，

て
，

し

ム

と

”

は

ね

絆

，

て
其

し

双

千

ヤ

刑

同

〒
脚
晰

松
本
●
へ
束

ニ
ー
ニ
ー
共

皿

〇^
二
六
二
）
ニ
ニ
ー
ニ
二
六
二

服

（Ｏ
二
六
二
）
二
共
―
を

＾
二
人

長
野
県
山
岳
協
会
の

個
人
舎
員
に
な
り
ま
し
ょ
う

信
州

の
山

に
登

り
．
学

０

続

け

る
。

安
全

で
［
豆
か

で
楽

し

い
登

山

の
実

践

を
目
ｔ
，
し
．

こ

一
綺

し

ま

せ
ん

か
．

省

理
一特
典

も

あ

り
ま

す
．

計

し

く

は

ウ

ェ
‐
フ
ベ

ー

ジ

「
Ｅ

大
会

昌
ご

か
ら
．

欄

熙

~ノ

nstagram

ホームベ

醐

山
の
写
真
や
コ
メ
ン
ト
．
□
―
カ
ル

情
報
．
協
会
情
報
の
共
有
な
ど
．
み

ん
な
て
創
る
楽
し
い

‘
ｏ
Ｏ
ベ
ー
ジ

を
目
指
し
ま
す
．

～

投
稿

・
お
問
合
せ
は
メ
ー
ル
フ
ォ

ー
ム
か
ら

‘

2021(令和 3)年 12月 10日発行

二
リ
ー
ズ

長
野
山
岳
会

中

島

智

章

を
常
備
し
て
い
た
の
で
、
友
人
の

車
に
乗
せ
て
も
ら
う
時
に
つ
い
つ

い
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か

っ

た
で
す
。

②
　
山
に
忘
れ
て
き
た
物

忘
れ
物
は
家
に
限
り
ま
せ
ん
。

一
緒
に

一
泊
二
日
で
登

っ
た
友
人

が

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

一
式
を
常

念
小
屋
に
置
き
忘
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
眼
鏡
を
架
け
て
御
来

光
を
拝
み
、
そ
の
ま
ま
下
山
し
た

の
で
途
中
ま
で
気
付
か
な
か

っ
た

の
で
す
。
別
の
年
に
は
車
の
鍵
を

小
屋
に
忘
れ
た
友
人
も
い
て
、
い

ず
れ
も
小
屋
の
方
に
お
願
い
し
て

本
人
宛
に
郵
送
し
て
い
た
だ
き
ま

し

た

．
私
は
タ
ク
シ
ー
に
家
の
鍵
を
忘

れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

転
勤
で
都
内
に
住
ん
で
い
た
時
に

職
場
の
仲
間
と
山
梨
の
大
吉
薩
嶺

に
登

っ
た
帰
り
で
し
た
。
翌
朝
、

始
発
で
甲
斐
大
和
駅
ま
で
受
け
取

り
に
行

っ
た
の
は
、
今
で
は
良
い

思
い
出
で
す
‥
…
。

皆
さ
ん
、
く
れ
ぐ
れ
も
忘
れ
物

に
は
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
―

最
近
は
子
育
て
に
追
わ
れ
て
山

か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い
ま
す
が
、
若

い
頃
、
毎
週
の
よ
う
に
山
に
登

っ

て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
私

が
長
野
山
岳
会
に
入
会
し
た
の
も
、

当
時
、
飯
綱
山
に
誘

っ
た
友
人
が

先
に
入
会
し
た
の
が
縁
で
す
。

さ
て
、
山
に
限
ら
ず
失
敗
談
は

数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
当
時
よ
く

忘
れ
物
を
し
て
ヽ
た
の
で
、
幾

つ

か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
　
よ
く
あ
る
忘
れ
物

よ
く
忘
れ
た
の
は
、
次
の
二
つ

で
す
。

・
前
夜
に
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て
お

い
た
ま
ま
の
飲
み
物
や
果
物

・
ド
山
後
の
温
泉
セ
ッ
ト
＆
着
替

え途
中
で
気
付
い
て
家
に
取
り
に

戻
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
登
山

口
や
山
行
中
に
気
付
い
た
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。
温
泉
で
汗
を
流

し
た
後
に
汗
ま
み
れ
の
服
を
ま
た

着
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
自

分
の
せ
い
と
は
い
え
悲
し
い
も
の

で
す
。
自
分
の
車
に
温
泉
セ
ッ
ト

湘Ⅷ
，゛
「
ヾ

一一

田
　
一一輌

弓■
,「マ
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やまなみ No.243 訂正とお詫び 

 

やまなみ No.243 について、下記の通り内容に誤りがありました。 

 

●該当箇所・・・２ページ【国体へのご支援ありがとうございました】内に掲載の 

ご支援いただいた加盟団体及び個人の方 

●内容・・・・・下記の皆様について掲載漏れがありました。 

未掲載となった皆様方、関係各位にお詫び申し上げます。 

＜団体＞ 

マウントブーリー様 

中条山岳会様 

（有）アートモリ様 

岡谷山稜会様 

＜個人＞ 

三沢悦郎様 

 

結果、ご支援は、9 団体 8 名、総額 67,000 円となります。 

たくさんのご支援ありがとうございました。 

 

・今後は内部確認を徹底し、再発防止に努めます。 

・次号やまなみに訂正のご連絡を掲載いたします。 

 

今後ともよろしくお願いいたします。 

長野県山岳協会 事務局 

 


